
最良の措置を肝に銘じ

野坂さんは、2003年３月に静岡県立大学薬

学部を卒業後、厚労省に入省したが、環境省

の水・大気局農薬環境管理室、内閣府の食品

安全委員会事務局評価課など、食品衛生関連

の仕事に多く携わってきた。

農作物の栽培に使われる農薬を例に挙げる

と、農薬によるリスクを減らすには、毒性の

低いものを使用させるか、曝露させないとい

うことが重要になる。そのため、残留農薬の

基準値を厳しくするなど、制限をかければか

けるほどリスクはコントロールできる。

食品衛生分野で培った経験から、医薬品の

安全対策業務に携わった当初、医薬品のリス

ク管理は、いかに患者に使用制限をかけるか

が重要だと考えていた。

しかし、医薬品は農薬と異なり、無毒性量

レベルではなく、有効量で管理するもので、

単に化学物質の濃度を下げればいいというも

のではなく、効き目も考慮しなければならな

い。また、その医薬品によって命をつないで

いる患者もいるため、使用制限をかけること

も難しい。

野坂さんは「有効量で管理する以上、副作

用をゼロにするというのは無理。リスクをゼ

ロにするのではなく、リスクを減らしていく

ことが必要」ということに気づいた。それは、

原点である”既存の医薬品をいかに有効かつ

安全に使わせるか”に立ち戻ることにもなっ

た。

しかし、医薬品で何らかの問題が発生した

時の対応で、全ての人が納得する「100点満

点の回答は用意できない」のが実情。迷いが

生じたときなどは、自分自身の哲学である

「国民にとって最良の措置は何か」を考える

ようにしている。

医薬品の安全対策は、「有効性を最大限に

引き出しつつも、副作用を減らすことが重要

なため、バランス感覚が求められる仕事」と

されるが、「言うは易し」だという。バラン

ス感覚を養うため、現場で働く医療従事者の

声や、患者の思いに耳を傾けて仕事すること

を心がけている。

仕事が体力的・精神的につらくても乗り切

っていけるのは、「自分でやりたいと思った

から」と言い切る野坂さん。就職を控えた学

生には、「自分が本当にやりたいと思ったこ

とを目指してほしいと思う。人に勧められた

から、友人がその領域に進んだからという理

由で、将来の進路は選択してもらいたくない」

と話す。

何となく役所の仕事を選んだ他省庁の同期

生の中には、既に辞めた人が何人かいるが、

「薬学出身で私と同じ年に入省した人は、１

人も辞めていないことを踏まえると、みんな

志が高かったのかな」と思っている。

「常に新鮮」が行政の魅力

行政の仕事の魅力は、「いい意味でも悪い

意味でも影響力があるので、常に考えること

を要求されるが、惰性で仕事するということ

がなく、常に新鮮さを味わえること」だとい

う。ただ、幅広い知識が求められるため、

「オールラウンドな人でなければやっていけ

ない。ある特定の領域だけを極めたいという

人は向いていないと思う」と忠告する。

省令や政令、通知などの文書をみると、行

政が取り扱う文書などは”難解”というイメ

ージを抱きがちだが、「薬学の教科書ほど難

しくはないので、臆せずに行政にチャレンジ

してほしい」とエールを送る。
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薬学部で得た化学、物理、生物

学などの知識をまんべんなく生か

せる職業に就きたいと考えていた

野坂さん。公務員試験を受けるき

っかけとなったのは、中国製ダイ

エット用健康食品による健康被害

の問題だった。ダイエット食品は

2002年当時、食品衛生法でも薬事

法でも管理できず、新たな法体系

が必要な領域だということを新聞

で知った。

大きな制度改正もさることなが

ら、「現場の薬剤師が普段から幅

広い知識を身につけておき、危険な製品が出

てきた時に、いち早く察知し、患者や国民に

提供しないようにすることが重要で、薬剤師

が主体的に情報収集したり、情報提供する仕

組みが作れないものか」と考えたからだ。

また、「画期的な新薬を作り出すことより

も、既存の医薬品をいかに有効かつ安全に使

うかという部分に関心があった」ことも、動

機の１つになった。

安全対策課では、製薬企業や医療現場から

出される医薬品の副作用情報を、幅広く伝え

る仕事に携わっている。治験や

承認審査の段階では、問題がな

かった医薬品でも、市販後に不

特定多数の患者に使われると、

予測できない副作用などが出て

くることがある。

野坂さんは「科学的根拠に基

づいた情報を、いかに迅速に現場の医療従事

者に伝えるかによって、患者の健康は守られ

る。重責だが、学生時代に思い描いていた理

想の仕事をしているので、大きなやりがいを

感じている」と話す。

厚生労働省医薬食品局安全対策課で、医薬品の副作用対策などの業務に携わる野坂佳伸適正

係長。学生時代から、新薬の開発よりも既存の医薬品をいかに有効かつ安全に使うかという部

分に関心があり、薬学部で学んだ知識を幅広く生かせる職業に就きたいと考えていた野坂さん

は、「どういう仕事が向いているかを考えた時、厚生労働省しかないと思った」と話す。医薬品

の安全対策は「学生時代に思い描いていた理想の仕事」ということもあり、大きなやりがいを

持って日々の業務に取り組んでいる。

こんにちは、先輩!!
医薬食品局安全対策課適正係長 野坂　佳伸氏
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